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㌔C、1Y Ku〃㌔ 都市公園の整備は、大正13年に水前

寺運動公園を建設したときから始まり

ます。その後の計画的な整備により、

平成5年度末には、 580箇所、面積470

ha、市民-人当たり7.3m"の広さとな
る見込みです。

今後さらに安全で快適な都市基盤の
整備を図るため、

1・地域に密着した街区公臥近隣公

胤などの基幹公園の計画的な整備を

積槌的にすすめる0

21中心市街地にオープンスぺ-スを

確保するため、河川敷公園、緑地の

整備を促進する。

3・レクリェ-ション需要の高まりに

対処して、広域公園の整備をすすめ
るO

ことを基本として、西暦2000年までに

市民-人当たりの公園緑地面積を11rtf

以上とすることを目標としています。

公園建設にあたっては多様化、高度　●一人当り公園面積の推移

化する市民の意向を反映し、周辺の公(m7人)

其施設や景観と連携を図りながら、社

会の変化に的確に対応した「ふっと利

用してみたくなる」魅力と活力のある

公園づくりを推進しています。

公園リフレッシュ事業は、古い公園

を、周辺環境の変化に伴い、現代に適

合した公園として再整備しているもの

で、辛島公園は、周辺の住環境と調和

のとれた活力ある街づくりの拠点とし

て生まれ変わりました。

また、坪井川緑地は、健康への志向

が高まる中、市民が、自然の中で気軽

にスポーツを楽しむことのできる新し

い公園として急ピッチで整備を進めて
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市営住宅

市営住宅は、市民生活の安定と社会

福祉の増進に寄与することを目的とし

て、昭和26年から市が国の援助を受け

て、建設しているものですO

戦後は住宅難の時代を背景に、量の

確保を目指してスタートしましたが、

近年は市民の快適な生活環境を実現す

るため、質の向上に重点を置いて建設

しています。また、高齢者や障害者に

やさしい住まいづくりを目指し、間取

りも広く設備も改善されたものに向上

しました。

最近は、 「豊かさとゆとりを実感でき

る住まい」をテーマに、古くなった団

地の建て替えも進めており、新地団地

や託麻団地の様な斬新なデザインの団

地も誕生しています。

このほか、市中心部のスプロール化

を防止し、職住の近接を図るため、店

舗等の民間施設と敷地を共有した市営

住宅の建設や、優良な民間賃貸住宅の

借り上げも実施しており、市営住宅と

併せて毎年500戸の住宅供給を行って

います。

平成5年10月1日現在の市営住宅管

理戸数は、 9,803戸(約2万9千人が入

居)で、その管理についても住宅の使

用状況を把握しながら、適切に行って

います。

建築指導

平成4年度の建築確認申請受付件数

は4,702件で、対前年比で約5.7%増と

なっていますが、市の中心部の住宅建

築戸数は、中高層共同住宅などへの立

て替えが促進されたため、数年増加傾

向を示していましたが、平成3年度か

らは減少傾向をたどっています。

本市では、建築基準法に基づく総合

設計制度や建築協定を積極的に推進す

優秀建築物表彰作品(小沢町のマンション)

ることによって、市街地の環境改善や

市民の自主的な街づくりへの参加など

都市形成の施策を展開していますO　ま

た、昭和55年から優秀建築物表彰制度

を設け、うるおいと安らぎのある質の

高い町づくりを目指しています。

一方、市民の住環境に対する意識も

高まりつつあり、建築行政-の期待も

多岐にわたっていますO　このため、電

波障害の防lL、パチンコ店の建築、中

高層建築物の建築などの指導要綱を制

定し、建築主と周辺住民の相互理解を

図ることに努めています。

また、年々増加する既存建築物の防

災対策は、市民の安全確保のため亜要

であり、大型店舗、病院、ホテルなど

の不特定多数の人々が利用する特殊建

築物を対象に、消防局と合同で定期的

に防災査察を実施しています。

さらに、民間の建築関係団体の協力

を得て違反建築の未然防止や建築パト

ロールを実施するなど市民と一体とな

った監視の強化を図っており、違反建

築の減少が期待されていますO

●住宅関係着= (新築)戸数の推移
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㌔C、てY Ku〃㌔ 上水道は、市民の公衆衛生の向上や

生活環境の改善に多大な貢献を果たす

と共に、潤いのある生活や産業の振興

に欠かせない施設として機能していま

す。

このため、都市の発展による水需要

の増大に合わせ、施設の拡充や配水管

網の整備等の先行投資を行い、断水や

出水不良が起きないように水の安定供

給に日々努めてし、ます。

本市は、水道水源のすべてを活例で

豊かな地下水に頼っている水環境に恵

まれた全国屈指の都市です。しかし、

近年、地下水の質・量の保全問題につ

いて市民の関心も年々高まり、このよ

うな状況を踏まえて本市の地下水と上

水道について広く市民が学習し、理解

してもらうため、平成2年10月に上水

道創設の地である八景水谷公園内に

「水の科学館」をオープンしました。

また、災害時や不慮の事故等による断

水に備え一層の迅速対応を図るため、

給水車を導入しましたo　この他、災害

時の非常用飲料水と熊本のおいしい水

のPRのため「水の缶詰」を製作しま

した。

今後とも更なる市民サービスの向上

を目指し「清浄・豊富・低廉」な水の

安定供給に努めると共に社会情勢の変

化に応じた事業を推進することとして

男EJl

●下水道人口比普及率
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東部浄化センター

・二、

熊本市　全国平均昭和60年度

豊かな自然と快適な生活は私たちみ

んなの願いです。

下水道は生活や生産に使われた水を

衛生的に排除し、きれいで安全な水に

処理して、川・湖沼・海にもどすため

の施設です。

昭和23年に中心市街地に着手して以

来、逐次区域を拡大し、現在10,708ha

の区域に基本計画を策定、事業認可区　　平成4年度未における整備面稗は　タ-では、昭和60年から稲作のかんが

域は8,471haとなっています　　　　　6,134ha、処理人口39万人、人口比普　い用水として近隣の水田225ha (対象

計画区域を5処理区に分割し、この　及率63.0% (全国平均47%)となって　農家戸数529戸)に供給してJ川、南

うち中部、東部、南部、北部の各処理　おり、早期完備をめざし事業の推進を　部浄化センターでも場内の水洗便所、
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都市計画通路

都市計画道路は、第11次道路整備5

ケ年計画(平成5年度一平成9年度)

の整備方針に基づくとともに、総合的

な観点に立ち熊本都市圏内の交通混雑

の解消と市内交通の円滑化を図るため

整備を進めています。

特に、 、主要を幹線道路については、

環状、放射状に整備を行い市中心部へ

の交通集中の弊害をなくし、交適施設

の中核的役割を果たす道路に整備しま

すO　さらに、幹線道路を補完する通路

については、適正かつ合理的な土地利

用を促進させ、良好な住環境の保全、

即ち地域の特性と緑地保存等にも配慮

し、生活退路として利便性の高し-通路

に整備します。

現在、熊本市城の都市計画道路は、

52路線の総延長195kmが決定され、延

長108kmが改良清で、整備率は55.8?^

(H5.弓・31現在)でありますO平成6年

度は保田窪菊陽線(通称国体通路)の整

備に本格的に取り組むとともに、野口

清水線等の13路線1哨所の整備を計画

しています。

市道整備

道路は、都市の経済・文化が発展す

るための最も基本的な施設であり、非

・i∴蝣[蝣蝣>; -->:-:ru i,'・S 、

しかし、都市圏における自動車交通

量の増大により、慢性化した交通渋滞

が市内各所に発生していますo　これら

の対策として、主要幹線道路を補完す

る1 ・ 2扱幹線市道の新設及び改良を

実施しており、バイパス的役割と同時

に地域間の交通ネットワークの形成な

ど、計画に治った事業の進展を図って

用msw

また近年は、経済力に見合った真の

豊かさが実感できる生活実現のため、

従来の無機的な構造物でなく、ゆとり

や潤いのある道路の整備が強く求めら

れています。このような社会的ニーズ

に応えるため、高齢者や障害者にも安

全快適に通行できる歩道づくり、さら

には歴史と文化の香り漂う、自然と調

和し自然と会話できる四季感豊かな通

行空間の創出に努めています。

地下駐車場

辛島公園地下駐車場は、駐車場不足

と駐車需給のアンバランスを解消する

ため、市制100周年事業として建設し、

平成5年2月に供用開始しました。

この駐車場は、歩行者の利便性、安

全性に寄与する地F通路と一体になっ

ており、自動車の収容数625台、二輪

車400台、自転車500台を収容する九州

で最大規模の地下駐車場です。

熊
本
都
市
計
画
道
路
野
口

蝣

^
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帯西中通り

駐車場案内誘導システム

さらに、既設駐車場の効率的利糊を

図り,交通混雑を緩和するため、平戊

5年9月26Hから駐車場案内誘導シス

テムが稼働しました。このシステムは、

案内板により駐車場を捜しているドラ

イバーに空き駐車場の位置などをわか

りやすく知らせ、スムーズに駐車場ま

で案内するものです。案内する駐車場

は、 26ヶ所、収容fll数は約5,400台で

I J一・⊥:I:  ・T I'.蝣・'・蝣　、　l ・j

輔
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都市計画

都市計画は、農林漁業との健全な調

和を図りながら、健康で文化的な都市

生活を確保するため、適正な制限のも

とに、土地の合理的利用を図ることを

基本理念としています。これに基づき、

一体の都市として総合的に整備し、開

発し、及び保全する必要がある区域を

市町村の行政区域にとらわれず都市計

画区域として定めています。

本市は、 1市6町で構成する熊本都

市計画区域42,479haの大部分と植木

町を中心とする植木都市計画区域6,855

haの一部及び都市計画区域外(河内町

全域)で構成されています。

熊本都市計画区域(.市域分23, 090ha)

は市街化区域(市域分9,930ha)と市街

化調整区域(市城分13,160ha)とに区

分され、計画的な市街地の形成や都市

景観に配慮した住みよい街づくりを、

また一方で無秩序な市街地の開発規制

●熊本市土地区画整理覇業施行位置図
q.-

に努めています。

植木都市計画区域(市城分137ha

は、市街化区域と市街化調整区域の区

分は無く、用途地域指定(市域分14.1

ha)とそれ以外(無指定区域・市城分

122.9ha)とに区分され、適正な建物

用途の配置及び必要な規制を加えた開

発許可あるいは周辺と調和のとれた建

物の誘導に努力しています。

また、都市の面的開発整備としては、

西部第一土地区画整理事業等の区画整

理事業や開発許可制度による計画的な

整備を図っています。

平成4年度末現在の都市計画施設の

計画が決定され

ているものは、

道路52路線、公

園209ヵ所、緑地

15カ所、墓園3

カ所、流通業務

団地1カ所、自

動車ターミナル

2ヵ所、駐車場

凡例

■■受了地区

■■題行中の確区

熊本駅前北地区第一種市街地再開発車乗

により完成した都市型ホテル

1ヵ所、駅前広場5ヵ所、下水道終末

処理場5ヵ所、汚物処理場1ヵ所、ご

み焼却場2ヵ所、火葬場1ヵ所であり

順次整備が進められています。

なお、市街化調整区域については、

市街化を抑制し、自然環境の保護と活

用を図り、優良農用地の保全と農業基

盤の整備に努めています。

都市拠点整備

本市の総合計画では、均衡のとれた

秩序ある市街地を形成するため、中心

部の中枢的な機能の高度化とともに、

周辺の既成市街地のなかの主要な交通

結節点や商業、文化、行政機能等のま

優
良
再
開
発
建
築
物
整
備
促
進
事
業
適
用
に
よ
る
建
築
物

とまりのある地区を主要拠点として更

に整備・拡充することとしています。

中心部においては、都市機能の拡充

のため国際交流会館、地下駐車場の建

設やシンtK>レロードの整備等とともに、

民間再開発による業務機能の拡充整備

を促進していきます。平成5年度、本

県で初めての優良再開発建築物整備促

進事業を適用し歩行者空間や周辺環境

に配慮した良質の建築物が建設されま
Itz,

これらにより市民生活へ密着した都

市整備のありかたとして再開発事業の

先導的な範となるものと期待されます。

一方、主要拠点の一つである熊本駅

周辺については、熊本駅前北地区第-

種市街地再開発事業の完了、進学塾の

開校、環境美化整備事業等により駅周

辺の活性化推進に大きな効果をあげて

います。更に、副都心としての形成を

図るため「熊本駅周辺地域整備構想」

を基に、交通結節点としての強化や、

商業、文化施設の集横による都市機能

を高め、本市の玄関口に相応しい、人

の集う、活気のあるまちづくりを、地

元住民参加のもと計画的に進めていき

mm

その他の主要拠点についても、地区

の特性や要素を活かした、活性化や居

住環境の形成を図るため、自然との調

和、周辺環境の保全・向上に配慮しつ

つ適正を都市機能の配置・更新を図る

地区整備を積極的にすすめていきますo

豊がで潤いのある都市空間の創造と

ともに、活力ある拠点地区の創造を目

指して市民主体の都市づくりを推進し

ます。

区画整理

土地区画整理事業は、計画的で秩序

ある街づくりを進めるために、道路、

公園、水路などの公共施設を整備し、

宅地の利用増進を図ることを目的とし

ています。

本市では、戦災で焦土と化した市中

心部の復興土地区画整理事業をはじめ、

東部第-土地区陶整理事業など、既に

34地区l,439.3haが完了しています。

現在、西部第一土地区画整理事業外

7地区約59.9haで事業が行われてい

蝣-" r　い::三.西.て　　　・>j!l"<ト小''・:'叫

業は西南部地域開発の拠点づくりをめ

ざし、都市計画道路近見沖新線の整備、

鉄道高架化による地区分断の解消、 J

R新駅設置など、島町周辺を含め一体

的に面整備を行うため事業が進められ

ています。

また、市街化区域内の残存農地(31

地区721ha)、及び特定保留地区(8地

区173ha)について、区画整理事業の

PR、啓発を積極的に行い、住民参加

のもと魅力ある街づくりの推進を図っ

ていく方針です。

地籍調査

地籍調査事業は、国土の基礎調査で

あり、国土の自然的な実態を科学的に

明らかにし、 B]土をより高度に、かつ

合理的に利用するための基礎資料を整

備することを目的としてし-ます0

本事業によって、財産の保全はもと

より、土地利用の高度化、居住環境の

整備等、あらゆる都市づくり施策の基

礎資料として多目的に利活用できる成

莱(地籍図・地籍簿)ができます。

本市においては、国土調査促進特別

措置法に基づき平成2年度を初年度と

して10簡`年計画を作成し、本市の東部
地域43.80平方キロメートル、約83,000

筆について地籍調査事業を計画し、平

成5年度までに6.31平方キロメートル、

約19,000筆の調査が完了しています。

また、事業推進の上で、平成3年度

に都市部地籍調査促進事業、平成5年

度には土地対策推進地籍調査事業を導

入する等、より密度の高い地籍調査事

業を、関係者の理解と協力を樽ながら、
積極的に推進しています。
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熊本空港

昭和46年4月、高遊原台地に開港し

た熊本空港は、昭和55年に滑走路が3

千mに延長されたほか、昭和58年国際

線ターミナルビル、 63年には新貨物ビ

ル、平成3年1月には新ターミナルビル

がオ-プンするなど大型化、国際化が

進むフライト事情に十分対応できる施

設・機能の整備拡充が行われています。

また平成4年には霧対策として、ILS

高カテゴリー化が着手され、平成7年

には、就航率が大幅に改善できること.

になります。

現在、国内線では、全日本空輸、日

本エアシステムに加え,平成3年7月

から日本航空も就航しており、東京-

一日8便、大阪へ5便、名古屋、沖縄

-各1便が運航しているほか、平成4

年6月には札幌線も開設され、週3債

が運行しています。また、国際化の進

展する中、昭和54年に運航開始された

ソウル線が、現在大韓航空により週2

便運航されているほか、中国、東南ア

一一　　ジア、 -ワィ、豪州方面

- I----- - -=一一-Ir丁へのチャ

」S

-タ一便も増えています。

このように空港施設の充実、航空路

線の拡充に伴い、開港当時48万人にす

ぎなかった乗降客は平成4年には228

万人に、貨物はl,900tから17,190tに

達しており、熊本の空の玄関として、

熊本空港の果たす役割はこれまで以上

に重要なものになると予想されていま

す。

鉄道網

九州を縦断する鹿児島本線と、横断

する豊肥本線は本市で交わり、九州の

大動脈として観光、ビジネス、流通な
ど広い分野にわたって重要な役割を果

たしていますo

市城内には、両線が結節する熊本駅

のほか、鹿児島本線に西里駅、熊本工

大前駅、上熊本駅、川尻駅の4駅、豊

肥本線に平成駅、南熊本駅、新水前寺

駅、水前寺駅、東海学園前駅、竜田口

駅、武蔵塚駅の7駅があり、合計で年

間1千6百万人以上の乗降客が利用し

ています。

一方・、九州新幹線鉄道(博多一西鹿

児島計画延長249km)は、八代-西鹿

児島間が平成3年9月に着工されま-し

- -　　たが、都市間交通の利便性の飛

一　躍的向上と地域発展に大きく寄

与することから、その早期全線整備

が強く望まれています。

九州縦貫自動車道

本州と連結する九州縦貫自動

.車道は、北九州-鹿児島、宮崎

~!~「L　を結ぶ計画延長432kmの

羊霊霊宝禁票芸鵠芸
鹿児島、えびの一宮崎

間の約409km、総延長の95%

が開通しています。

平成4年には、熊本インター

の出入交通量が年間784

万台を超え、また、都市

間高速バス輸送の拡充が

進むなど、九州の動脈路

線として利用は年々増加しています。

また、未開通の人吉-えびの間につ

いては、平成7年度の開通に向け、工

事が進められており、開通すれば青森

から鹿児島、宮崎まで約2,150kmが高

速道路で結ばれることになり、九州の

中央に位置する本市の拠点性の一層の

向上を図るためにも、全線の早期開通

が待たれるところです。

熊本港

昭和49年4月重要港湾に指定された

熊本港は、物資流通の拠点として、熊

本都市圏に低コスト大量輸送の門戸を

開き海外への窓口として、貿易の振興

に寄与するとともに、企業立地や道路

網の整備を通して、本市西部はもとよ

り、都市圏経済の発展に貢献する基幹

流通施設として期待されています。

昭和63年3月には、熊本港大橋(872

m)と物揚場、また、平成4年にはフ

ェリー用の岩壁及びターミナルが完成

し、平成5年3月に島原と結ぶフェリ

ーの就航により待望の開港が実現しま

したO平成6年秋には、 700トン級の岸

壁が供用開始する予定です。

また、港湾埋立地内には、流通加工

型工業の立地や、マリーナ、人工海浜

などの施設が併設され、海洋性レクリ

ェーション基地がつくられる予定です。
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